
推進 5-2-2 
 

宇宙開発委員会 第 4回推進部会議事録（案） 
 
1. 日時 平成 18年 8月 10日（木）13:00～14:15 
2. 場所 三田共用会議所 第 3特別会議室 
3. 議題 
（1） 準天頂高精度測位実験の事前評価について 
（2） その他 
4. 資料 
推進 4-1-1 準天頂高精度測位実験について【改訂版】 
推進 4-1-2 準天頂高精度測位実験の事前評価結果 中間と

りまとめ（案） 
推進 4-2-1 宇宙開発委員会推進部会の今後の予定について 
推進 4-2-2 宇宙開発委員会 第 3回推進部会 議事録（案） 
参考資料 4-1 宇宙開発に関するプロジェクトの評価指針 

5. 出席者 
宇宙開発委員会推進部会部会長 青江 茂 
   〃     部会長代理 松尾弘毅 
   〃        委員 森尾 稔 
   〃       委員長 井口雅一 
   〃   推進部会特別委員 小林 修 
   〃       〃     佐藤勝彦 
   〃       〃     鈴木章夫 
   〃       〃     高柳雄一 
   〃       〃     中西友子 

   〃       〃     廣澤春任 
   〃       〃     水野秀樹 
   〃       〃     宮崎久美子 
文部科学省研究開発局参事官（宇宙航空政策担当） 

 池原充洋 
  〃  （宇宙航空政策担当）付参事官補佐 萩原貞洋 
   〃      〃    瀬下 隆 
   〃   宇宙開発利用課長 奈良人司 
総務省宇宙通信政策課衛星開発推進官 小出孝治 
経済産業省航空機武器宇宙産業課宇宙産業室係長 日爪直樹 
国土交通省総合政策局技術安全課技術開発推進官 吉原敬一 
   〃   大臣官房技術調査課課長補佐 大木章一 
産業総合研究所宇宙技術グループ主任研究員 岩田敏彰 
情報通信研究機構光・時空標準グループリサーチマネージャ

ー 浜 真一 
【説明者】 
独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）理事 堀川 康 
   〃   衛星測位システム室長 吉冨 進 

 
6. 議事内容 
（1） 議題「準天頂高精度測位実験の事前評価について」 

 初めに、青江部会長から、前回の会議後に特別委員か

ら数件の質問があったが、個別に補足説明を行ったため、

追加の会議は開催しなかったとの説明があった。また、

本日可能であれば報告書をとりまとめたいとの説明が

あった。 



 次に、JAXAから推進 4-1-1に基づき、会議後の質問
等を踏まえ修正した箇所について説明があった。また、

事務局から補足説明があった。 
 主な質疑は以下のとおり。 

【森尾委員】 推進 4-1-1の 14ページ、電離層の遅延補正で説
明されたことはこういうことか。つまり、今のシステム

は、グローバルに補正はこれぐらいと数値で補正されて

いるのを、日本については、ディファレンシャル GPS
のデータを使って、より正確な位置情報が得られるので、

そのあたりから逆に補正値を求めることができるとい

うことか。 
【JAXA（吉冨）】 国土交通省で全国に約 1,200 ヵ所電子基準

点があるので、そこで取得したデータをもとにして、い

わゆる日本近傍での電離層の遅延を求めようという試

みをやろうとしている。 
【森尾委員】 つまり、今までの運用実績をもとに、より精度

を上げていこうという努力だと思うが、これ以外に、準

天頂衛星で、今のシステムより精度を上げるなり、正確

さを上げるなり、性能を改善できそうな項目というのは

何かあるのか。 
【JAXA（吉冨）】 いわゆる測位の精度の中の誤差要因として

は、この電離層遅延というのが一番大きいということで、

ここを改善すると、かなりの精度の向上が見られる。そ

のほかの要因として軌道の推定があり、今 JAXAでは軌
道推定の技術をさらに向上させようということで取り

組んでいる。ただ、それは全体から見た時の影響は電離

層ほど大きくはない。また、時刻推定もそうだし、軌道

の推定と併せてそういう中の一つとしてこれから我々

としては取り組んでいくつもりである。 
【森尾委員】 先回の電波望遠鏡の話のときに、衛星の位置情

報というのは GPS 情報から正確な情報を得て、望遠鏡
の精度を上げているという説明があった。GPSの衛星の
位置そのものの情報がより正確になれば、地上でのGPS
のポジショニングという意味では大した改善は見込め

ないのかもしれないが、電波望遠鏡みたいなものを考え

たときに衛星の軌道をより正確に求めるために、GPS用
の衛星の位置をより正確に割り出すということは意味

がないのか。 
【JAXA（吉冨）】 あると思う。今、そういう応用面でいくと、

例えば、ISS 計画で、日本が HTV という輸送機を開発
した。あれも GPS を使って位置を出して、ステーショ
ンに近づいていくということがあるので、そういう高精

度化というのは非常にクリティカルで意味のあること

だと我々は思っている。 
 

次に、事務局から推進４－１－２に基づき説明があった。

主な質疑は以下のとおり。 
 
【青江部会長】 目的・意義の確認に関連して、疑問があると

いう意見が一方あり、その意見に対しては、説明が十分

でなかったようであるため、考え方を少し整理して補足

した。しかしながら、継続して打ち上げる計画なくして



意味があるのだろうかということについては、確かに、

補完システムの確立に向けてということだとすれば、3
つ上げてこそ一人前ということになる。第 1段階、第 2
段階と、こう区分けをして二つに分けて、まず第 1段階
だけやってみて、そこから先はそこから先の話だと、こ

ういう整理を 3月の末にしたわけである。その整理に基
づくと、その先があるのかないのかというのは、観念的

には、ないということも論理的にはあり得るということ

だが、実体論からして、かなりの議論を踏まえて、第 1
段階、第 2段階という方針を策定したという経緯を踏ま
えると、仕方がないのかという気もするわけであり、ま

ずは第 1段階できちんとした成果を上げること、これに
専心をするというか、それに頑張っていただくことで先

が開けるのではないかと思う。 
【中西特別委員】 基本的にはいいと思うが、外国との協力で

は、東アジアに力点が置かれているように書かれている

が、やはりアメリカとの協力関係が非常に大切だと思う。

宇宙関連技術が、経済的、社会的に私たちに関係する基

盤技術となっていくためには、技術が標準化されなけれ

ばならないし、標準化されなければ使用されない。せっ

かく良い技術を関発しても、使われなくては意味がない。

だから、リスクが多いものに国が後押しをするというこ

とも重要だが、標準化に際しても国の後押しが要るので

はないかと思う。この点は特にアメリカとの関係におい

て非常に重要となってくるのでアメリカとの協力をも

う少し念頭に入れていただければと思う。 

【青江部会長】 先ほど、最初に、アメリカとの間の技術的な

協議の状況を少し説明いただいたわけだが、補足するこ

とがあれば、もう少し丁寧に状況の説明をお願いしたい。 
【JAXA（吉冨）】 今、実際に GPS で使われているのは、L1

という周波帯の一部のものが使われているが、今後、

GPS自体も周波数を L2とか L5とか、L1帯ももっと高
精度なものをということで、アメリカでは、順次 GPS
計画の高精度化に向けた長期計画が示されている。 
 今、我々が準天頂で出す信号は、徐々に近代化してい

くものも含め、GPSのすべての信号を網羅して、同じス
ペックで同じ信号を出すということを原則にしている。

なおかつ、L1Cという信号については、アメリカは 2013
年に初号機が打ち上がる予定だが、今の予定でいくと、

アメリカが L1C信号を出す前に、2009年ごろに打ち上
げる予定の準天頂で、アメリカの GPS に先駆けて、ま
ず我々が L1Cの信号を出す。それで、いろいろ問題点等
を抽出して、よりいいものを、グローバルなサービスが

できるようになっていくということになっている。技術

仕様書についても、先週ハワイで専門家会合をやったが、

まずは L1Cという信号の共通化、仕様書の共通化という
ことは合意した。それ以外の信号についても、仕様書の

共通化をしようということで、これから細かい調整をし

ていくということが合意されているので、そういう意味

では、我々は、GPSの動向をフルに踏まえて、両立する
システムを作っていくということはできるだろうと思

っている。 



【青江部会長】 それから、Galileoとの調整についても簡単に
紹介いただいた方がいいかもしれない。 

【JAXA（吉冨）】 ご承知のとおり、Galileoは、去年の 12月
に試験機の 1号機が上がった。基本的には、測位という
のは、Lバンドという 1.5 GHz帯の周波数帯が国際的に
割り当てられて、同じ周波数帯の中で使い分けているが、

今、少なくともGalileoと我々の準天頂との間、Galileo
と GPS の間もそうだが、少なくとも電波干渉等がお互
いにないようにということで、ITUという枠組みが、周
波数調整の国際的な場があるが、その場を使って、お互

いに干渉しない、干渉を与えない、干渉を受けないとい

う調整をやっている。そういう意味では、Galileo と準
天頂との間では共存性はある。 GPSも当然、Galileoと
の間で、米欧間でそういう共存性とか運用性の調整がや

られている。 
【奈良課長】 アメリカとの協力について補足させていただく。

実は、地理・空間情報の基本法という法案が、今、国会

に上程されているが、その 20条、21条に、測位衛星の
関係が記述されている。そこの 20 条に、アメリカとの
連絡調整をきちっとやるということが記述されていて、

法律はまだ上程中だが、その議論の中で、外務省を中心

に、総務省、当然ながら文部科学省を含めて、きちっと

アメリカと整合性をとってやっていくということが法

律に書かれている。実態として、そこをきっちりとアメ

リカとやっていくということになっていて、そのように

外務省も含めて、国としてもやるということになってい

る。 
【森尾委員】 非常に大ざっぱな数字でいいが、お金だが、第 1

段階で大体、総額どれぐらいか。第 2 段階、2 号機、3
号機までいくとどれぐらいかというイメージだけでも

教えてほしい。 
【JAXA（吉冨）】 お金の仕分けには二つあり、従来の、いわ

ゆる我々が民間と協力していた計画では、測位のミッシ

ョン機器開発ということで、長期的な資金については、

総務省等も含めた国全体として、総額 495億円という額
が組まれている。その 495億円のうち 230億円が、JAXA
が開発する測位補完とか、次世代の実験用信号とか、基

盤技術の開発として割り当てられている。その 230億円
は、従来の計画だと衛星を 3機続けて上げてということ
だったから、3 機分のミッション機器の開発プラス地上
の予備を含めたものとなっている。 
 ところが、今回、3月 31日の方針が出だのを受けて、
230億円のうちの、今回は 1号機だけということになっ
たから、2 号機分、3 号機分、地上の予備を引いて、今
のところ、測位のミッション開発については、JAXA分
としては約 155億円を見積もっている。 
 それから、第 1段階の、いわゆる共通経費と我々は言
っているが、衛星バスのシステムの開発、ロケットの打

上げ費、地上の新しい衛星管制系の開発をやらなくては

いけないが、それを含めて、今、約 330億円を見積もっ
ている。この 330億を、総務省、経済産業省、国交省と
文科省で分担するということで、今、省レベルでその調



整を、幾らずつ分担するかということの調整がされてい

る。 
 当面、その 330億円のうちの約 280億円が JAXAの
負担分という想定で、そのあたりの数字は、前回お配り

した第 2分冊の 15ページのところに、「プロジェクト資
金」ということで、第 2分冊の 15ページに、今言った
155億円、330億円、280億円という数字を書いている。 

【宮崎特別委員】前回、この審議のときには、私は既に退出し

ていたのでよくわからないが、9 ページ目の実施体制の
「概ね妥当」の 8番目の意見の中で、そこで、利用実証
は JAXAの責任範囲外という整理が、今回の事前評価で
多く示されたことになっているが、そうなのか。 
 あと、利用実験では、カーナビ以外、どういうものの

実証が行われるのか。本当にJAXAの責任範囲外なのか。 
【青江部会長】 先ほど、最初に JAXA から説明をいただいた

資料、推進 4-1-1があるが、そこの 23ページを開いてい
ただいて、この左側の青い点線で囲った部分を一つのく

くりとして、本件プロジェクトについての評価をいただ

けないだろうか。 
 それと密接に関連する外側のプロジェクトは、ピンク

の縦で引いているが、これが今おっしゃった利用実証で

ある。これは、JAXAが衛星から信号を降らせるから、
国交省側で利用実証を進めてほしいということでの役

割分担になっていて、今回のJAXAが責任を持つ範囲は、
この青い点線でくくったところである。そういう整理で

お願いするということで評価をお願いしている。 

 なお、後の質問の、ここでどういう具体的な利用実証

をやろうとしているのかということについて、国交省で

今の段階においての構想というものは紹介いただける

か。 
【JAXA（吉冨）】 今、部会長が説明された 23ページについて

は、これはピンクの部分は国交省がやられる補強実験の

部分であり、今、我々が想定している利用実験は、いわ

ゆる補完情報だとか補強情報を使って、いろんな使い方

がこれから想定されるだろうということを我々は考え

てはいる。実際に民間とか、今、この研究開発にかかわ

ってない４省以外の省庁でも、いろいろと利用機関、国

レベルでの利用省庁は当然あるという想定であるので、

4 省以外の省庁での利用、民間での利用、民間はもとも
と測位の補強とかというサービスをやるということが

前から前提になっていて、いろいろなビジネスモデルが

ある程度想定されている。今後、そのあたりを具体化し、

文科省取りまとめの中で、利用実証を、どういう道具を

用意して、どのようにやるかということが今後決められ

ていくということで、今回の JAXAの所掌の中からはと
りあえずわきに置いてある。 
 だから、当然、これからプロジェクトを進める中で、

実際に打ち上げた後に、民間とか研究開発 4省以外の省
庁で利用される機関と協力して、利用実証をどうやって

いこうか、どういう役割分担、責任分担でやるかという

ことが今後決められるという意味で、今回の評価の中に

は入っていないという整理である。 



【宮崎特別委員】 そうすると、利用実証の実験に使うための

予算はないのか。 
【奈良課長】 文科省取りまとめとして、説明させていただく。 

 利用実証については、現在、ASBC、新衛星ビジネス
会社という企画会社があり、本来そこが民間の会社を起

こして通信・放送をやるという段取りだったが、先ほど

言ったように、そういうことが難しいということで、今、

ASBCという会社が、財団法人にするとかいうことを検
討中である。何らかのそういう組織をまず民間が作る。

その民間がコアになって、いろいろな利用、例えば、ビ

ジネスモデルとか、マンナビとか、携帯電話を使った利

用とか、そういうことを考えていくということで、今、

民間が検討中である。 
 それから、利用省庁は現時点では未定である。これか

らそれぞれの省庁が、こういうように使えるとか使えな

いといったことを議論して、もし使えることが出てくる

と、例えば、A省庁がこういう格好で利用を考えてやっ
てみたいということで、それはそこから予算要求してい

くということになると思う。 
 ただ、今、一つだけ予定された実験としては、先ほど

のピンクの部分の実験があるが、ほかのものについては、

まだ具体的に、予算が幾らとか、どの省庁が参加すると

いうことは、これからの課題ということで決まってない。

ただ、そういうことをこれからやっていこうということ

で今話し合っているところである。 
【宮崎特別委員】 一遍聞いた話では、農家なんかでも、いろ

んな動物、牛とかに受信機をつけて、位置を確認したり

できるということも聞くから、利用できるところは随分

幅が広いと思う。そういった実験も進めないと。 
【奈良課長】 今おっしゃっているような話とか、自動的に稲

刈りをするとか、無人の除雪の列車を走らせるとか、あ

とは、災害の救助隊員がそういうものを持っていくとか、

実はいろんな応用の議論はある。 
 ただ、具体的に、どの省庁が何をやるということは未

定であり、今おっしゃったような話も含めて、こういう

使い方があるんだろうという議論はいろいろあり、今後

それが具体的になればいいと思っている。 
【青江部会長】 それでは、この原案で、本推進部会の評価そ

の 1という段階においての取りまとめということにさせ
ていただきたいと思うが、よろしいか。 

（了承） 
 
（2）議題「その他」 

事務局から、推進 4-2-1 及び推進 4-2-2 に基づき説明が
あった。特段の質疑はなく了承された。 

――了―― 


